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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第72期

第３四半期連結
累計期間

第73期
第３四半期連結
累計期間

第72期
第３四半期連結
会計期間

第73期
第３四半期連結
会計期間

第72期

会計期間

自  平成20年
    12月１日
至  平成21年
    ８月31日

自  平成21年
    12月１日
至  平成22年
    ８月31日

自  平成21年
    ６月１日
至  平成21年
    ８月31日

自  平成22年
    ６月１日
至  平成22年
    ８月31日

自  平成20年
    12月１日
至  平成21年
    11月30日

売上高 (千円) 22,230,99022,965,8357,433,6797,716,23830,024,892

経常利益 (千円) 288,8321,030,913282,729 328,544 640,807

四半期(当期)純利益 (千円) 48,940 578,663 159,475 209,799 192,703

純資産額 (千円) ― ― 23,775,60523,619,71023,638,046

総資産額 (千円) ― ― 31,677,27930,935,98531,624,992

１株当たり純資産額 (円) ― ― 1,588.791,603.721,581.11

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 3.28 39.25 10.72 14.26 12.93

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 74.63 76.24 74.32

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,041,809894,979 ― ― 1,723,493

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △333,142△609,764 ― ― △378,457

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 568,830△1,038,732 ― ― 552,113

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 5,579,8225,287,7906,108,368

従業員数 (名) ― ― 1,312 1,167 1,267

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

     ２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま 　

　　

         せん。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更は

ありません。

　また、主要な関係会社の異動もありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間に以下の会社が、新たに提出会社の関係会社となりました。

　

名称 住所
資本金又は
出資金

主要な事業
の内容

議決権の
所有割合
(％)

関係内容

　 　 　 　 　 　
(非連結子会社)

中国広東省深?市
US$

1,100,000
 

自動車部品・自
動車内装品の製
造及び販売

51.0
自動車内装部品及び車両内装部品
の輸出入製造加工販売
役員の兼任1名

摩理都石原汽車配件（深?）
有限公司

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年８月31日現在

従業員数(名) 1,167〔216〕

(注)　　従業員数は就業人員数(当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループ

への出向者を含む)であり、嘱託及び臨時従業員は〔　〕内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載

しております。なお、嘱託及び臨時従業員には、期間契約社員及びパートタイマーを含み、派遣社員を除いていま

す。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年８月31日現在

従業員数(名) 336〔66〕

(注)　　従業員数は就業人員数(当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む)であり、嘱託及び 臨時

従業員は〔　〕内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載しております。なお、嘱託及び臨時従業員に

は、期間契約社員及びパートタイマーを含み、派遣社員を除いています。

　

EDINET提出書類

モリト株式会社(E02703)

四半期報告書

 3/27



第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

該当事項はありません。

　
(2) 受注実績

該当事項はありません。

　

(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門の名称

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日)

金額(千円) 前年同四半期比(％)

服飾資材関連事業 3,467,865 98.1

生活産業資材関連事業 4,248,373 109.0

合　　　計 7,716,238 103.8

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　第１四半期連結会計期間において事業部門を変更しております。これに伴い、前年同四半期比につきましては、

前第３四半期連結会計期間の数値を変更後の区分に組替えて算出しております。

　

(4) 仕入実績

当第３四半期連結会計期間における仕入実績を部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門の名称

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日)

金額(千円) 前年同四半期比(％)

服飾資材関連事業 2,649,744 108.8

生活産業資材関連事業 2,968,517 111.2

合　　　計 5,618,261 110.1

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　金額は、仕入価格によっております。

３　第１四半期連結会計期間において事業部門を変更しております。これに伴い、前年同四半期比につきましては、

前第３四半期連結会計期間の数値を変更後の区分に組替えて算出しております。

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行なわれておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、中国やインドなどの新興国の需要増加による輸出

産業の業績好転や経済政策の効果に支えられ、消費回復の兆しが見られました。しかし失業率が依然とし

て高水準にあり、設備投資をはじめ国内需要や所得が伸び悩み、円高や物価のデフレ傾向が続くなど先行

きは不透明な状態にあります。 

　このような状況の中、主に付属品を扱う当社グループは、コア事業の拡充とグローバル化する市場環境

に対応するため、摩理都實業（香港）有限公司を中心とする海外販売体制を再構築し、平成22年１月には

ＡＳＥＡＮ地域でのコア商品の加工・販売拠点としてモリトベトナムを設立、平成22年５月には中国華

南地域での服飾資材拡販拠点として東莞市に佳耐美国際貿易（上海）有限公司東莞連絡所を開設、平成

22年６月には中国及びアジア市場における自動車内装部品の製造加工・販売拠点として深?市に摩理都

石原汽車配件（深?）有限公司を設立するなど、引き続き海外事業へ経営資源の投資を行っております。

　その結果、当第３四半期連結会計期間の業績は、売上高77億１千６百万円（前年同四半期比２億８千２

百万円増）、営業利益は海外子会社の製造人件費や、国内物流拠点の統合など経費の削減を進めた結果、

３億７千２百万円（前年同四半期比５千８百万円増）、経常利益３億２千８百万円（前年同四半期比４

千５百万円増）、四半期純利益２億９百万円（前年同四半期比５千万円増）となりました。

 

　事業別売上高概況は次のとおりであります。なお、第１四半期連結会計期間より事業部門の区分を変更

しております。このため、前年同四半期比較については、前年同四半期実績値を変更後の区分に組み替え

て行っております。 

 

（服飾資材関連事業） 

　アパレル業界におきましては、消費者の購買価格帯は下落基調にあり、慎重な購買行動は根強く、依然と

して厳しい状況が続いております。 

　このような状況の中、服飾資材関連事業においては、欧米市場の景況感改善による欧米向けユニフォー

ム関連資材等の販売に回復が見られ、またサッカーワールドカップのグッズ関連も好調に推移いたしま

した。一方、国内における百貨店の販売不振を受けた高価格帯商品の生産調整が継続し、資材の販売が減

少いたしました。 

　その結果、売上高は34億６千７百万円（前年同四半期比６千８百万円減）となり、当社グループ全体の

44.9％を占めております。 

 

（生活産業資材関連事業） 

　世界経済は未だ本格的な回復には至らないものの、各国の自動車購入に対する減税、補助金等の需要促

進策により、自動車業界を中心に回復の兆しを見せております。 

　このような状況の中、生活産業資材における輸送機器資材関連は、欧米、アジアを中心とした自動車販売

台数の増加に伴い、自動車内装資材の売上高が増加いたしました。また、映像資材関連では一眼レフカメ

ラ市場が好調に推移し、レンズケースやストラップ類のアクセサリー関係の売上高が増加したものの、国

内販売を主な市場とするビジネス資材関連では、文具関連や玩具・ゲーム機関連の需要低迷が続き、売上

高が減少いたしました。 

　その結果、売上高は42億４千８百万円（前年同四半期比３億５千１百万円増）となり、当社グループ全

体の55.1％を占めております。 
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所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。 

(日本)
　売上高は64億４千２百万円（前年同四半期比２億８千万円増）、営業利益は３億５千７百万円（前年同
四半期比４千万円減）となりました。
(アジア)
　売上高は９億７千１百万円（前年同四半期比２千２百万円減）、営業利益は１億１千３百万円（前年同
四半期比６千８百万円増）となりました。　
(北米)
　売上高は１億６千９百万円（前年同四半期比４千１百万円増）、営業利益は５百万円（前年同四半期比
１千２百万円増）となりました。
(ヨーロッパ)
　売上高は１億３千３百万円（前年同四半期比１千６百万円減）、営業利益は１千３百万円（前年同四半
期比８百万円増）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、309億３千５百万円となり前連結会計年度末に比べ６億
８千９百万円減少しました。
　流動資産につきましては、182億１百万円となり前連結会計年度末に比べ４億４千２百万円減少しました。
これは主に、商品及び製品が２億５千９百万円増加したものの、現金及び預金が７億３千７百万円減少した
ことによるものであります。
固定資産につきましては、127億３千４百万円となり前連結会計年度末に比べ２億４千６百万円減少しま
した。
流動負債につきましては、51億３千４百万円となり前連結会計年度末に比べ５億５千万円減少しました。
これは主に、支払手形及び買掛金が２億６百万円増加したものの、短期借入金が７億３千３百万円減少した
ことによるものであります。
固定負債につきましては、21億８千１百万円となり前連結会計年度末に比べ１億２千万円減少しました。
純資産につきましては、236億１千９百万円となり前連結会計年度末に比べ１千８百万円減少しました。
なお、自己資本比率は前連結会計年度末の74.32％から76.24％へと1.92ポイント上昇しました。
　
　

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、第２四半期連結
会計期間末に比べ９億８千８百万円減少し、52億８千７百万円となりました。
　

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。
　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）
営業活動の結果使用した資金は、４億５千５百万円(前年同四半期は１億６千３百万円のプラス)とな
りました。これは主に、税金等調整前四半期純利益の獲得、売上債権とたな卸資産の増加によるものであ
ります。
（投資活動によるキャッシュ・フロー）
投資活動の結果使用した資金は、２億９千８百万円(前年同四半期は１億８百万円のマイナス)となり
ました。これは主に、定期預金の預入、有形固定資産の取得によるものであります。
（財務活動によるキャッシュ・フロー）
財務活動の結果使用した資金は、１億２千８百万円(前年同四半期は１億２千万円のマイナス)となり
ました。これは主に、配当金の支払によるものであります。

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）の事業上及び財務上の対

処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

　特記事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当社グループは当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当社グループは当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却及び売却

等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年８月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年10月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,400,00015,400,000
大阪証券取引所
（市場第二部）

単元株式数
1,000株

計 15,400,00015,400,000― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年８月31日 ― 15,400 ― 3,532,492 ― 3,319,065

　

(6) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　692,000

―
単元株式数
1,000株

完全議決権株式(その他)
普通株式         

　　　　
　　 　14,648,000

14,648 同上

単元未満株式 普通株式 　60,000 ― ―

発行済株式総数 15,400,000― ―

総株主の議決権 ― 14,648 ―

 (注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式886株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
モリト株式会社

大阪市中央区南本町
　　　４丁目２番４号

692,000― 692,000 4.49

計 ― 692,000― 692,000 4.49

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
　12月

平成22年
　１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

最高(円) 602 680 670 642 667 665 650 644 643

最低(円) 526 632 580 592 616 620 605 616 595

(注)  株価は、大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありませ

ん。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年６月１日から平成21年８月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成20年12月１日から平成21年８月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成22年６月１日から平成22年８月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成21年12月１日から平成22年８月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年６月１

日から平成21年８月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成20年12月１日から平成21年８月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成22年６月１日から平成22年８月31日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成21年12月１日から平成22年８月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,864,814 6,602,273

受取手形及び売掛金 8,771,357 8,804,342

商品及び製品 2,492,971 2,232,984

仕掛品 123,110 18,458

原材料及び貯蔵品 142,964 125,013

その他 843,574 890,806

貸倒引当金 △37,777 △30,792

流動資産合計 18,201,013 18,643,085

固定資産

有形固定資産

土地 6,292,694 6,294,300

その他（純額） ※2
 2,178,021

※2
 2,392,445

有形固定資産合計 8,470,715 8,686,746

無形固定資産 73,617 71,171

投資その他の資産

投資有価証券 3,368,638 3,364,659

その他 958,643 1,026,030

貸倒引当金 △136,643 △166,700

投資その他の資産合計 4,190,638 4,223,988

固定資産合計 12,734,971 12,981,906

資産合計 30,935,985 31,624,992

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,790,415 3,583,872

短期借入金 400,000 1,133,720

未払法人税等 257,736 97,100

賞与引当金 212,556 53,856

役員賞与引当金 22,875 23,500

その他 450,970 793,067

流動負債合計 5,134,554 5,685,116

固定負債

退職給付引当金 800,224 821,767

役員退職慰労引当金 162,616 210,483

その他 1,218,880 1,269,578

固定負債合計 2,181,720 2,301,829

負債合計 7,316,275 7,986,945
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年11月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,532,492 3,532,492

資本剰余金 3,386,143 3,386,341

利益剰余金 18,676,425 18,312,239

自己株式 △526,449 △431,782

株主資本合計 25,068,612 24,799,290

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 179,851 258,103

土地再評価差額金 △781,333 △781,333

為替換算調整勘定 △880,970 △773,212

評価・換算差額等合計 △1,482,452 △1,296,442

少数株主持分 33,550 135,198

純資産合計 23,619,710 23,638,046

負債純資産合計 30,935,985 31,624,992
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年12月１日
　至 平成21年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年12月１日
　至 平成22年８月31日)

売上高 22,230,990 22,965,835

売上原価 16,648,407 16,863,641

売上総利益 5,582,583 6,102,193

販売費及び一般管理費 ※1
 5,158,616

※1
 5,000,256

営業利益 423,967 1,101,937

営業外収益

受取利息 16,710 13,096

受取配当金 53,970 51,782

不動産賃貸料 － 43,428

負ののれん償却額 － 39,528

その他 88,138 31,843

営業外収益合計 158,819 179,679

営業外費用

支払利息 14,861 7,675

売上割引 97,307 89,021

為替差損 79,531 31,990

持分法による投資損失 65,648 67,306

その他 36,604 54,709

営業外費用合計 293,953 250,703

経常利益 288,832 1,030,913

特別利益

固定資産売却益 8,251 2,727

貸倒引当金戻入額 6,881 －

特別利益合計 15,132 2,727

特別損失

固定資産除却損 ※2
 63,753

※2
 20,711

固定資産売却損 503 1,518

投資有価証券評価損 － 9,750

ゴルフ会員権評価損 － 2,150

減損損失 － 61,365

特別損失合計 64,257 95,495

税金等調整前四半期純利益 239,708 938,145

法人税、住民税及び事業税 241,876 435,813

法人税等調整額 △63,163 △86,072

法人税等合計 178,712 349,740

少数株主利益 12,055 9,741

四半期純利益 48,940 578,663
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年６月１日
　至 平成21年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年６月１日
　至 平成22年８月31日)

売上高 7,433,679 7,716,238

売上原価 5,423,996 5,625,168

売上総利益 2,009,682 2,091,070

販売費及び一般管理費 ※1
 1,695,826

※1
 1,718,914

営業利益 313,856 372,155

営業外収益

受取利息 4,467 4,319

受取配当金 39,201 37,967

不動産賃貸料 － 15,359

その他 30,647 4,394

営業外収益合計 74,317 62,040

営業外費用

支払利息 5,195 2,538

売上割引 32,420 33,238

為替差損 － 31,990

持分法による投資損失 30,311 14,317

その他 37,516 23,566

営業外費用合計 105,443 105,651

経常利益 282,729 328,544

特別利益

固定資産売却益 7,522 1,557

貸倒引当金戻入額 385 －

特別利益合計 7,908 1,557

特別損失

固定資産除却損 ※2
 1,023

※2
 1,158

固定資産売却損 282 63

投資有価証券評価損 － 1,000

特別損失合計 1,306 2,221

税金等調整前四半期純利益 289,331 327,880

法人税、住民税及び事業税 180,257 189,274

法人税等調整額 △55,093 △69,293

法人税等合計 125,163 119,980

少数株主利益又は少数株主損失（△） 4,691 △1,899

四半期純利益 159,475 209,799
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年12月１日
　至 平成21年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年12月１日
　至 平成22年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 239,708 938,145

減価償却費 350,922 312,561

減損損失 － 61,365

賞与引当金の増減額（△は減少） 163,493 158,875

退職給付引当金の増減額（△は減少） △22,483 7,638

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 23,287 △47,866

貸倒引当金の増減額（△は減少） △133,924 △21,949

受取利息及び受取配当金 △70,680 △64,878

支払利息 14,861 7,675

負ののれん償却額 － △39,528

持分法による投資損益（△は益） 65,648 67,306

固定資産売却損益（△は益） △7,968 △1,209

固定資産除却損 62,790 20,711

投資有価証券評価損益（△は益） － 9,750

ゴルフ会員権評価損 － 2,150

売上債権の増減額（△は増加） 1,765,070 12,867

たな卸資産の増減額（△は増加） 266,370 △400,929

仕入債務の増減額（△は減少） △412,003 240,323

その他 △684,575 △96,057

小計 1,620,516 1,166,949

利息及び配当金の受取額 70,594 66,486

利息の支払額 △20,033 △7,325

法人税等の支払額 △643,716 △295,626

その他 14,447 △35,504

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,041,809 894,979

投資活動によるキャッシュ・フロー

長期性預金の預入による支出 － △100,000

定期預金の預入による支出 △114,550 △185,898

定期預金の払戻による収入 40,300 100,000

投資有価証券の取得による支出 △114,579 △132,778

投資有価証券の売却による収入 9,000 －

関係会社出資金の払込による支出 － △78,643

少数株主からの子会社株式の取得による支出 － △75,260

有形固定資産の取得による支出 △177,709 △168,322

有形固定資産の売却による収入 12,133 3,922

無形固定資産の取得による支出 △981 △8,666

貸付けによる支出 △60,700 △4,500

貸付金の回収による収入 72,804 37,245

その他 1,139 3,138
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年12月１日
　至 平成21年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年12月１日
　至 平成22年８月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー △333,142 △609,764

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 956,240 △729,390

自己株式の売却による収入 953 886

自己株式の取得による支出 △163,207 △95,750

配当金の支払額 △225,156 △214,477

財務活動によるキャッシュ・フロー 568,830 △1,038,732

現金及び現金同等物に係る換算差額 △102,185 △67,060

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,175,311 △820,577

現金及び現金同等物の期首残高 4,404,510 6,108,368

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 5,579,822

※
 5,287,790
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　　該当事項はありません。
　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年12月１日  至  平成22年８月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

前第３四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めていた「不動産賃貸料」は、営業外収益総

額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間より区分掲記することとしました。なお、前第３四半期連

結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「不動産賃貸料」は31,720千円であります。

　
当第３四半期連結会計期間

(自  平成22年６月１日  至  平成22年８月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

１　前第３四半期連結会計期間において、営業外収益の「その他」に含めていた「不動産賃貸料」は、営業外収益

総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結会計期間より区分掲記することとしました。なお、前第３四半期

連結会計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「不動産賃貸料」は14,707千円であります。
 

２　前第３四半期連結会計期間において、営業外費用の「その他」に含めていた「為替差損」は、営業外費用総額

の100分の20を超えたため、当第３四半期連結会計期間より区分掲記することとしました。なお、前第３四半期連結

会計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「為替差損」は19,864千円であります。

　
【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)
　

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年８月31日)

前連結会計年度末
(平成21年11月30日)

１　輸出手形割引高は2,987千円であります。 １　輸出手形割引高は3,274千円であります。

※２　有形固定資産の減価償却累計額は7,264,397千円

　　　であります。

※２　有形固定資産の減価償却累計額は7,462,300千円　

　　　であります。

　
(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年12月１日
至  平成21年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年12月１日
至  平成22年８月31日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金

　　　額は、次のとおりであります。

給与手当 1,775,622千円

賞与引当金繰入額 164,239

退職給付引当金繰入額 78,351

役員退職慰労引当金繰入額 23,287

役員賞与引当金繰入額 16,725

貸倒引当金繰入額 17,380

　 　
※２　固定資産除却損の内容は次のとおりでありま
　　　す。

建物及び構築物 31,325千円

工具、器具及び備品 2,443

機械及び装置 375

車両運搬具 33

その他 963

撤去費用 28,611

計 63,753

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金

　　　額は、次のとおりであります。

給与手当 1,659,058千円

賞与引当金繰入額 185,835

退職給付引当金繰入額 75,881

役員退職慰労引当金繰入額 18,120

役員賞与引当金繰入額 22,875

貸倒引当金繰入額 26,448

　 　
※２　固定資産除却損の内容は次のとおりでありま
　　　す。

建物及び構築物 1,325千円

工具、器具及び備品 13,725

機械及び装置 3,152

その他 1,230

撤去費用 1,277

計 20,711

　
　

EDINET提出書類

モリト株式会社(E02703)

四半期報告書

17/27



　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年６月１日
至  平成21年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年６月１日
至  平成22年８月31日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金

　　　額は、次のとおりであります。

給与手当 565,629千円

賞与引当金繰入額 123,047

退職給付引当金繰入額 18,888

役員退職慰労引当金繰入額 7,762

役員賞与引当金繰入額 7,975

貸倒引当金繰入額 106

　 　
※２　固定資産除却損の内容は次のとおりでありま
　　　す。

建物及び構築物 186千円

工具、器具及び備品 548

機械及び装置 166

車両運搬具 33

撤去費用 89

計 1,023

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金

　　　額は、次のとおりであります。

給与手当 547,695千円

賞与引当金繰入額 183,037

退職給付引当金繰入額 25,324

役員退職慰労引当金繰入額 6,387

役員賞与引当金繰入額 7,625

貸倒引当金繰入額 2,607

　 　
※２　固定資産除却損の内容は次のとおりでありま
　　　す。

工具、器具及び備品 1,018千円

機械及び装置 29

撤去費用 110

計 1,158

　

　
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年12月１日
至　平成21年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年12月１日
至　平成22年８月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

　貸借対照表に記載されている科目の金額との関係

(平成21年８月31日)

現金及び預金勘定 6,091,669千円

預入期間が３カ月を超える
定期預金等

△511,847千円

現金及び現金同等物 5,579,822千円

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

　貸借対照表に記載されている科目の金額との関係

(平成22年８月31日)

現金及び預金勘定 5,864,814千円

預入期間が３カ月を超える
定期預金等

△577,023千円

現金及び現金同等物 5,287,790千円

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年８月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成21年12月１日

 至  平成22年８月31日)

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 15,400,000

　

２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 692,886

　

３  新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。
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４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年２月25日
定時株主総会

普通株式 104,053７円00銭平成21年11月30日 平成22年２月26日 利益剰余金

平成22年７月12日
取締役会

普通株式 110,424７円50銭平成22年５月31日 平成22年８月12日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間(自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日)及び当第３四半期連結会計期

間(自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日)

　前第３四半期連結累計期間(自　平成20年12月１日　至　平成21年８月31日)及び当第３四半期連結累計期

間(自　平成21年12月１日　至　平成22年８月31日)

当社及び連結子会社は、身の回り品を中心とする生活関連資材の販売（一部製造）を主とする事業を

行っておりますが、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計額に占める当該事業の割合がいず

れも90％を超えているため、その記載を省略しております。
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日)

　
日本
(千円)

アジア
(千円)

北米
(千円)

ヨーロッパ
(千円)

計(千円)
消去又は
全社(千円)

連結(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
　　対する売上高

6,161,436994,685127,938149,6187,433,679― 7,433,679

(2) セグメント間の内部
　　売上高又は振替高

449,292395,533 ― 705 845,530(845,530)―

計 6,610,7281,390,219127,938150,3238,279,210(845,530)7,433,679

営業利益又は営業損失(△) 398,02944,641△7,530 5,064440,204(126,348)313,856
　

当第３四半期連結会計期間(自　平成22年６月１日　至　平成22年８月31日)

　
日本
(千円)

アジア
(千円)

北米
(千円)

ヨーロッパ
(千円)

計(千円)
消去又は
全社(千円)

連結(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
　　対する売上高

6,442,131971,841169,190133,0757,716,238― 7,716,238

(2) セグメント間の内部
　　売上高又は振替高

517,833353,892 ― 2,256873,981(873,981)―

計 6,959,9651,325,733169,190135,3318,590,220(873,981)7,716,238

営業利益 357,252113,0645,19713,383488,897(116,742)372,155

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国又は地域

(1) アジア………………中国、台湾、シンガポール

(2) 北米…………………アメリカ

(3) ヨーロッパ…………オランダ
　

前第３四半期連結累計期間(自　平成20年12月１日　至　平成21年８月31日)

　
日本
(千円)

アジア
(千円)

北米
(千円)

ヨーロッパ
(千円)

計(千円)
消去又は
全社(千円)

連結(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
　　対する売上高

18,293,7473,079,163465,189392,89022,230,990― 22,230,990

(2) セグメント間の内部
　　売上高又は振替高

1,289,891990,699 385 4,7852,285,761(2,285,761)―

計 19,583,6384,069,862465,574397,67624,516,752(2,285,761)22,230,990

営業利益又は営業損失(△) 868,107△114,372△18,3208,887744,302(320,334)423,967
　

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年12月１日　至　平成22年８月31日)

　
日本
(千円)

アジア
(千円)

北米
(千円)

ヨーロッパ
(千円)

計(千円)
消去又は
全社(千円)

連結(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
　　対する売上高

18,991,8992,935,469569,285469,18022,965,835― 22,965,835

(2) セグメント間の内部
　　売上高又は振替高

1,581,324983,165 ― 6,2442,570,734(2,570,734)―

計 20,573,2243,918,635569,285475,42425,536,569(2,570,734)22,965,835

営業利益 1,189,490208,0195,26440,7471,443,522(341,584)1,101,937

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国又は地域

(1) アジア………………中国、台湾、シンガポール

(2) 北米…………………アメリカ

(3) ヨーロッパ…………オランダ
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年６月１日  至  平成21年８月31日)

　 北米 アジア ヨーロッパ その他 計

Ⅰ  海外売上高(千円) 134,3761,176,168159,818 8,617 1,478,979

Ⅱ  連結売上高(千円) ― ― ― ― 7,433,679

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

1.8 15.8 2.1 0.1 19.8

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国又は地域

(1) 北米…………………アメリカ

(2) アジア………………中国、台湾、マレーシア、シンガポール

(3) ヨーロッパ…………イギリス、オランダ、フランス

(4) その他………………上記以外の国又は地域

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成22年６月１日  至  平成22年８月31日)

　 北米 アジア ヨーロッパ その他 計

Ⅰ  海外売上高(千円) 116,0451,145,786220,453 14,0571,496,342

Ⅱ  連結売上高(千円) ― ― ― ― 7,716,238

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

1.5 14.9 2.9 0.2 19.5

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国又は地域

(1) 北米…………………アメリカ

(2) アジア………………中国、台湾、韓国、インド

(3) ヨーロッパ…………イギリス、オランダ、フランス

(4) その他………………上記以外の国又は地域

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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前第３四半期連結累計期間(自  平成20年12月1日  至  平成21年８月31日)

　 北米 アジア ヨーロッパ その他 計

Ⅰ  海外売上高(千円) 474,0943,516,028432,617 26,5034,449,243

Ⅱ  連結売上高(千円) ― ― ― ― 22,230,990

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

2.1 15.8 2.0 0.1 20.0

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国又は地域

(1) 北米…………………アメリカ

(2) アジア………………中国、台湾、マレーシア、シンガポール

(3) ヨーロッパ…………イギリス、オランダ、フランス

(4) その他………………上記以外の国又は地域

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　
当第３四半期連結累計期間(自  平成21年12月１日  至  平成22年８月31日)

　 北米 アジア ヨーロッパ その他 計

Ⅰ  海外売上高(千円) 429,4673,338,986685,774 26,9344,481,162

Ⅱ  連結売上高(千円) ― ― ― ― 22,965,835

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

1.9 14.5 3.0 0.1 19.5

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　各区分に属する主な国又は地域

(1) 北米…………………アメリカ

(2) アジア………………中国、台湾、韓国、インド

(3) ヨーロッパ…………イギリス、オランダ、フランス

(4) その他………………上記以外の国又は地域

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

(有価証券関係)

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末と比較して著しい変動があ

りません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度末と比較して著しい変動が

ありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年８月31日)

前連結会計年度末
(平成21年11月30日)

１株当たり純資産額
　

  1,603.72円
　

　

１株当たり純資産額
　

1,581.11円
　

　

　
２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

　

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年12月１日
至  平成21年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年12月１日
至  平成22年８月31日)

１株当たり四半期純利益金額 3.28円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　

１株当たり四半期純利益金額 39.25円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　

　

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年12月１日
至  平成21年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年12月１日
至  平成22年８月31日)

四半期純利益(千円) 48,940 578,663

普通株式に係る四半期純利益(千円) 48,940 578,663

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 14,907 14,742

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年６月１日
至  平成21年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年６月１日
至  平成22年８月31日)

１株当たり四半期純利益金額 10.72円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

１株当たり四半期純利益金額 14.26円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年６月１日
至  平成21年８月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年６月１日
至  平成22年８月31日)

四半期純利益(千円) 159,475 209,799

普通株式に係る四半期純利益(千円) 159,475 209,799

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 14,882 14,715

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
　

２ 【その他】

 平成22年７月12日開催の当社取締役会において、第73期の中間配当を行うことを決議いたしました。

　１　中間配当額　　　　　　　110,424,105円

  ２　１株当たりの金額　　　　　　 ７円50銭

EDINET提出書類

モリト株式会社(E02703)

四半期報告書

24/27



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
　

平成21年10月８日

モリト株式会社

取締役会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　後　藤　　紳　太　郎　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　秦　　　　一　二　三　　印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているモリ

ト株式会社の平成20年12月１日から平成21年11月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成

21年６月１日から平成21年８月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年12月１日から平成21年８月

31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、モリト株式会社及び連結子会社の平成21年８

月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営

成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
　

平成22年10月７日

モリト株式会社

取締役会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　後　藤　　紳　太　郎　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　秦　　　　一　二　三　　印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているモリ

ト株式会社の平成21年12月１日から平成22年11月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成

22年６月１日から平成22年８月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年12月１日から平成22年８月

31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、モリト株式会社及び連結子会社の平成22年８

月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営

成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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